
さ
め
が
わ

さ
め
が
わ

キ
ビ
タ
ン
が
来
た

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
教
室

N
o
137
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成
26年
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一
般
会
計
補
正
、議
案
調
査

2
6月定例会

村
の
考
え
を
問
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一
般
質
問
）

ふ
る
さ
と
鮫
川
へ
の
想
い
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…
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…
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5千円の補正予算を可決

大樂 勝弘村長

子育て世帯臨時特例給付金給付事業費500万円を計上～

一
般
会
計

　
６
月
定
例
会
は
、６
月
９

日
か
ら
１１
日
ま
で
の
３
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、平
成
２６

年
度
補
正
予
算
５
件
、条
例

改
正
１
件
、専
決
処
分
の
承

認
が
３
件
、そ
の
他
規
約
の

変
更
１
件
の
１０
議
案
と
報

告
事
項
３
件
が
審
議
さ
れ

た
。
　

提
出
さ
れ
た
全
て
の
議

案
を
原
案
の
と
お
り
全
会

一
致
で
可
決
し
た
。

　
ま
た
、固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
人
事

案
件
１
議
案
と
議
員
発
議

に
よ
る
議
案
提
出「
国
に
対

し
手
話
言
語
法
制
定
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
」を
全

議
員
で
可
決
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、４
人
の

議
員
が
登
壇
し
、村
政
全
般

に
つ
い
て
質
し
た
。

主
な
歳
入
補
正

国
庫
支
出
金

児
童
福
祉
費
補
助
金

５
６
８
万
８
千
円

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付

事
業
費１

０
６
４
万
６
千
円

農
業
基
盤
整
備
促
進
事

業
費

２
５
３
５
万
５
千
円

県
支
出
金

農
業
費
補
助
金

被
災
農
業
者
向
け
経
営
体

育
成
支
援
事
業
費

３
２
７
５
万
３
千
円

繰
入
金

公
有
施
設
整
備
基
金

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
合
併

処
理
浄
化
槽
新
設
事
業

１
２
３
０
万
円

湯
の
田
温
泉
活
用
事
業

７
６
０
万
円

移
住
交
流
促
進
住
宅
改

修
事
業
費

８
９
０
万
円

○

 

・

 

・

 

・○

 

・○

 

・

 

・

 

・
 

・

主
な
歳
出
補
正

湯
の
田
地
区
測
量
業
務

７
６
３
万
８
千
円

移
住
・
交
流
促
進
住
宅
・

見
渡
住
宅
改
修
工
事

８
９
３
万
３
千
円

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付

事
業
費

９
２
０
万
円

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費

４
１
０
万
４
千
円

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
合
併

処
理
浄
化
槽
新
設
工
事

１
２
３
４
万
９
千
円

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
給
付
事
業
費

５
０
０
万
円

大
豆
振
興
対
策
事
業
報
償

５
８
万
３
千
円

被
災
農
業
者
向
け
経
営
体

育
成
支
援
事
業
費
補
助
金

３
８
５
２
万
７
千
円

農
道
整
備
工
事
測
量
設

計
業
務

４
０
０
万
円

館
山
公
園
管
理
作
業
用

材
料

６
９
万
９
千
円

○○○○○○○○○○

　
６
月
１０
日
は
各
常
任
委

員
会
で
、提
案
さ
れ
た
議

案
調
査
を
実
施
し
、詳
細

に
つ
い
て
は
各
課
長
な
ど

か
ら
聞
き
取
り
を
行
い
検

討
し
た
。

議
案
調
査

●
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
支

　
障
移
転
業
務

●
湯
の
田
地
区
測
量
業
務

●
見
渡
住
宅
改
修
工
事

●
臨
時
福
祉
給
付
金
の
内
訳

●
大
豆
振
興
対
策
事
業

●
村
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
業
務

●
ア
カ
バ
ネ
病
予
防
接
種

●
被
災
農
業
者
向
け
経
営
体

　
育
成
支
援
事
業

●
物
販
活
動
用
自
動
車
借
上
料

●
農
道
整
備
工
事
測
量
設
計

●
農
道
整
備
工
事

●
村
道
鮫
川
中
学
校
線
外
舗

　
装
工
事

●
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

　
付
金

●
社
会
保
障・税
番
号
制
度

 

一
般
会
計
補
正
予
算

 

一
般
会
計
補
正
予
算

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

こどもセンター合併処理浄化槽新設工事など

簡 易 水 道
介 護 保 険
学 校 給 食

特
別
会
計

一　般　会　計
会　計　別

合　　　計

4894万5千円増
337万4千円増
125万円増

11万4千円増
４万4千円増
79万8千円減

5292万9千円増

補　正　額
32億1084万5千円
4億6461万5千円
7194万4千円

1億4911万4千円
4億3901万円

1億339万1千円
44億3891万9千円

補正後の予算額

国保 事業勘定
直診勘定
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※

専
決
処
分
を
承
認

人
事
案
件
を
同
意
可
決

議
員
発
議・意
見
書
の

提
出
を
可
決

そ
の
他

報
告
事
項

一般会計6月定例会 4894万
～臨時福祉給付金給付事業費920万円、

　

４
月
か
ら
の
鮫
川
村
国

民
健
康
保
険
診
療
所
の
医

師
の
勤
務
形
態
の
変
更
に

伴
い
、条
例
の
整
備
を
行
う

も
の
で
、診
療
日
を
月
曜
日

か
ら
土
曜
日
ま
で
の
６
日

間
と
し
、診
療
時
間
を
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
が
午
前
８

時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
ま

で
と
し
、土
曜
日
を
午
前
８

時
３０
分
か
ら
正
午
ま
で
と

す
る
。

▼
平
成
２６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

　

湯
の
田
温
泉
周
辺
の
活

用
及
び
環
境
の
整
備
を
図

る
目
的
で
歳
入
財
源
を
公

有
財
産
整
備
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
、歳
出
の
購
入
財
産

購
入
費
２
５
９
０
万
円
を

専
決
処
分
し
た
。

▼
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

　

平
成
２６
年
度
の
国
民
健

康
保
険
税
の
按
分
率（
税

率
）を
定
め
る
も
の
。

▼
白
河
地
方
広
域
市
町
村

圏
整
備
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

　

県
南
地
方
振
興
局
管
内

で
組
織
す
る
県
南
地
区
地

▼
村
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

 

車
体
課
税

○
軽
自
動
車
税
の
見
直
し

　

軽
四
輪
車
等
及
び
小
型

特
殊
自
動
車
の
標
準
税
率

を
自
家
用
乗
用
車
は
１・５

倍
、そ
の
他
は
１
．２
５
倍
に

引
き
上
げ
、平
成
２７
年
度
分

か
ら
課
税
す
る
も
の
。（
軽

四
輪
車
等
に
つ
い
て
は
、平

成
２７
年
４
月
１
日
以
後
に

最
初
の
新
規
検
査
を
受
け

る
も
の
か
ら
新
税
率
を
適

用
す
る
。

○
原
付
及
び
二
輪
車
の
標

準
税
率
を
約
１・
５
倍（
最

低
２
千
円
）に
引
き
上
げ

る
。（
平
成
２７
年
度
分
か
ら
）

　

 

地
方
法
人
課
税

○
地
方
法
人
課
税
の
偏
在

是
正
の
た
め
の
措
置

　

地
域
間
の
税
源
の
偏
在

性
を
是
正
し
、財
政
力
格
差

の
縮
小
を
図
る
た
め
、消
費

税
率
８
％
段
階
に
お
い
て
、

法
人
村
民
税
法
人
税
割
の

税
率
を
引
下
げ
る
。

▼
国
民
健
康
保
険
診
療
所

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

方
税
滞
納
整
理
推
進
協
議

会
に
お
い
て
、地
方
税
の
確

保
と
収
納
率
向
上
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
て
き
た
が
、よ
り

以
上
の
税
収
の
確
保
を
図

る
と
と
も
に
、厳
正
な
滞
納

処
分
を
実
施
す
る
た
め
に

は
、共
同
で
滞
納
整
理
を
実

施
す
る
専
門
的
な
組
織
が

必
要
で
あ
る
と
し
、組
合
構

成
市
町
村
が
賦
課
徴
収
す

る
地
方
税
の
滞
納
事
案
の

う
ち
、組
合
構
成
市
町
村
と

の
協
議
に
よ
り
滞
納
整
理

を
進
め
て
い
く
た
め
に
白
河

地
方
広
域
市
町
村
整
備
組

合
内
に
滞
納
整
理
部
門
を

設
置
す
る
た
め
。

▼
繰
越
明
許
費
計
算
書

　

平
成
25
年
度
で
予
算（
補

正
）措
置
し
た
、農
産
物
備

蓄
倉
庫
整
備
事
業
ほ
か
８

事
業
を
２６
年
度
に
繰
越
し

た
こ
と
の
報
告
。

▼
事
故
繰
越
し
計
算
書

　

薮
地
区
農
業
基
盤
整
備

促
進
事
業
が
年
度
内
の
完

了
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、

平
成
２６
年
度
に
事
故
繰
越

し
た
こ
と
の
報
告
。

※

専
決
処
分
と
は

　
村
長
が
緊
急
の
た
め
議

会
を
招
集
す
る
時
間
的

余
裕
が
無
い
時
等
に
、議

決
す
べ
き
事
柄
を
処
分
す

る
こ
と
。こ
の
場
合
は
、次

の
議
会
に
報
告
し
、議
会

の
承
認
を
求
め
る
手
続
き

が
必
要
と
な
る
。

▼
白
河
地
方
土
地
開
発
公

社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

　

村
が
出
資
し
て
い
る
白

河
地
方
土
地
開
発
公
社
の

経
営
状
況
に
つ
い
て
、説
明

書
類
を
議
会
に
提
出
す
る

も
の
。

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
同
意

蛭 

田　
吉 

郎（
再
選
）

（
大
字
渡
瀬
字
田
野
上
）

▼
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

◎
意
見
書
は
、衆
議
院
議

長
、参
議
院
議
長
、内
閣
総

理
大
臣
、厚
生
労
働
大
臣
に

提
出
し
た
。

　
６
月
３
日
開
催
さ
れ
た

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会

定
期
総
会
に
お
い
て
、村

議
会
議
員
と
し
て
１１
年
に

わ
た
り
議
会
運
営
の
向
上

に
努
め
、地
域
の
振
興
発

展
と
住
民
福
祉
の
増
進
に

尽
力
し
た
功
績
が
認
め
ら

れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

右
か
ら
関
根
政
雄
議

員
、前
田
三
郎
議
長
、山

形
郁
夫
議
員
、早
川
正
博

議
員

村
議
会
議
員
４
名
が

｢

自
治
功
労
賞｣

を
受
賞

１2

湯の田温泉活用新規事業、
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村の考えを問う 一 般 質 問

宗
田
　
雅
之
　
議
員

問
放
射
性
物
質
の
今
後
の
対
策
は

高齢者対策を問う

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

質
問

　

高
齢
化
と
単
身
化
に
伴
い

多
く
の
高
齢
者
世
帯
が
増
加

す
る
中
、こ
の
よ
う
な
方
々

が
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
自
宅

で
生
活
が
出
来
な
く
な
っ
た

時
、ど
の
よ
う
な
選
択
肢
が

あ
る
の
か
。現
在
、病
院
、介

護
施
設
が
満
床
で
入
所
が
困

難
な
状
況
化
で
、村
と
し
て

の
こ
れ
ら
の
対
策
、施
策
を

お
伺
い
し
ま
す
。

　

現
在
、村
に
は
高
齢
者
の

居
住
の
安
定
確
保
、福
祉
向

上
を
目
的
と
し
た
高
齢
者
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
ひ
だ
ま
り

荘
」の
居
住
棟
や
有
料
賃
貸

住
宅
な
ど
の
施
設
が
あ
る
。

ま
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

―

に
よ
り
家
族
、親
族
の
方

の
相
互
相
談
、支
援
事
業
を

担
っ
て
い
る
。そ
の
他
、特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム「
み
や
ぎ
」

会
に
よ
り
、地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
展
開
し
て

い
る
。今
後
は
近
隣
の
動
向

や
平
成
２７
年
度
に
施
行
さ
れ

る
医
療
介
護
一
括
法
の
具
体

案
が
明
確
に
示
さ
れ
た
上
で

施
策
の
検
討
を
計
り
た
い
。

質
問

　
原
発
事
故
当
初
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
、あ
ら
ゆ
る
物

を
通
し
て
体
内
に
吸
収
さ
れ

る
放
射
性
物
質
に
よ
る
人
体

へ
の
影
響
が
こ
れ
か
ら
も
心

配
さ
れ
る
が
、こ
れ
ら
の
対

策
と
検
査
体
制
の
充
実
、そ

し
て
、そ
の
デ
ー
タ
の
管
理
は

大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、今
後
の
対
応
策
は
。

　

村
で
は
平
成
２４
年
度
と
２５

年
度
に
４
才
か
ら
１８
才
未
満

の
方
を
対
称
に
ホ
ー
ル
ボ

デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
よ
る
内

部
被
曝
検
査
を
実
施
し
た
、

そ
の
結
果
は
セ
シ
ウ
ム
一
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
未
満
と
推
定

さ
れ
、県
で
は
健
康
に
影
響

を
与
え
る
よ
う
な
数
値
で
は

な
い
と
の
見
解
を
示
し
て
い

る
。今
後
も
不
安
を
払
拭
す

る
た
め
に
、県
の
内
部
被
曝

検
査
実
施
計
画
に
沿
っ
て
実

施
し
て
い
く
。

　

原
発
事
故
後
、村
を
選
択

し
居
続
け
て
く
れ
た
若
者
の

た
め
に
も
き
め
細
か
な
検
査

と
デ
ー
タ
の
開
示
は
重
要
と

考
え
る
、デ
ー
タ
の
開
示
は
。

　

デ
ー
タ
は
個
人
に
は
通
知

し
て
あ
る
、細
か
い
数
値
等
に

つ
い
て
は
担
当
課
よ
り
答
え

さ
せ
る
。

　

福
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
公
表
さ
れ
て
い
る
か
と
思

う
、そ
れ
と
新
聞
に
も
掲
載

さ
れ
た
の
で
、そ
れ
で
開
示
と

い
う
ふ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

　

田
畑
か
ら
の
人
へ
の
影
響

を
考
え
る
時
、田
畑
の
一
筆

ご
と
の
検
査
も
必
要
と
思
う

が
、そ
の
考
え
は
。

　

部
分
的
な
検
査
を
実
施
し

昨
年
公
表
し
て
い
る
、ま
た

地
図
上
で
も
あ
ら
わ
し
て
い

る
。

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
住
民
福
祉
課
長
）

答
弁（
村
長
）

　

高
齢
者
を
支
え
る
若
者
が

減
少
し
て
い
く
中
、２
０
１
２

年
に
団
塊
の
世
代
の
方
々
が

高
齢
者
世
代
に
な
り
、高
齢

者
人
口
が
３
０
０
０
万
に
達

し
、こ
の
数
が
２
０
４
０
年
ま

で
伸
び
る
と
言
わ
れ
る
な
か
、

各
施
設
に
入
る
に
も
限
度
が

あ
り
、今
ま
で
以
上
の
施
策

が
必
要
と
考
え
ま
す
が
。

　

国
の
具
体
的
施
策
が
示
さ

れ
た
後
に
、い
ろ
い
ろ
な
施
策

の
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
と
考
え
る
。ま
ず
は
し
っ

か
と
自
宅
で
介
護
で
き
る
体

制
づ
く
り
、そ
し
て
自
ら
の

責
任
で
生
活
で
き
る
健
康
な

老
後
を
送
っ
て
頂
き
た
い
。

　

現
在
、都
会
な
ど
で
は
孤

独
死
な
ど
の
問
題
が
山
積
さ

れ
る
中
、地
方
に
お
い
て
も
こ

れ
ら
の
対
策
は
急
務
で
あ
る

と
思
う
。そ
こ
で「
ひ
だ
ま
り

荘
」の
周
り
に
集
合
住
宅
な
ど

の
整
備
な
ど
を
検
討
し
て
は
。

　

現
在
あ
る
施
設
の
充
実
を

計
り
、そ
の
時
の
時
代
に
合
っ

た
増
資
と
利
用
法
の
検
討
を

す
る
。

国の医療介護一括法の具体案が
示された上で検討する

県
の
検
査
実
施
計
画
に
沿
っ
た
対
策
を
講
じ
る

答
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東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年

余
カ
月
が
過
ぎ
て
も
、ま
だ

ま
だ
不
安
は
払
拭
さ
れ
て
い

な
い
。今
後
も
子
ど
も
達
の

健
康
管
理
に
は
万
全
を
期
す

べ
き
で
あ
り
、本
村
に
係
わ
る

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

①
牛
の
乾
草
支
給
終
了
後
の

対
応
は

 
こ
の
事
業
は
２
年
３
ケ
月
に

わ
た
り
実
施
し
た
が
、放
牧

地
を
除
き
大
部
分
の
農
地
除

染
が
完
了
し
、自
給
飼
料
の

確
保
の
見
通
し
が
つ
い
た
た

め
に
６
月
で
終
了
す
る
。

　

汚
染
マ
ツ
プ
で
は
線
量
の

高
い
地
域
と
低
い
地
域
が
あ

り
、調
査
結
果
は
１
０
０
ベ
ク

レ
ル
以
下
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
が
年
々
減
量
化
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　

水
田
の
畦
畔（
け
い
は
ん
）

は
毎
年
測
っ
て
お
り
大
丈
夫

で
あ
る
。

　

土
手
草
は
刈
り
倒
し
後
、

半
乾
草
し
て
集
め
る
が
土
が

混
ざ
っ
て
も
安
心
な
の
か
。

　

心
配
な
畜
産
農
家
は
今
後

も
東
電
が
補
償
す
る
の
で
、

個
人
で
申
し
込
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。た
だ
し
与
え
ら
れ

る
の
は
、田
の
土
手
草
だ
け

で
、畑
の
土
手
草
は
線
量
が

高
い
た
め
に
牛
に
与
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
。　

　
田
の
土
手
草
以
外
は
駄
目

だ
と
な
る
と
、畑
の
土
手
草
を

利
用
し
て
い
る
畜
産
農
家
や
一

般
農
家
の
土
手
草
を
利
用
し

て
い
る
村
民
に
誤
解
を
招
く
。

伝
達
す
べ
き
で
な
い
の
か
。

　
そ
の
通
り
で
あ
る
。

②
森
林
の
放
射
線
量
の
変
化

と
除
染
状
況
は

　

震
災
後
の
空
間
線
量
は
ほ

と
ん
ど
下
が
ら
ず
横
ば
い
で

あ
る
。「
落
ち
葉
」の
線
量
は６月末で終了した乾草供給事業

星
　
　一
彌
　
議
員

村の考えを問う一 般 質 問

８
割
以
下
に
下
が
っ
て
い
る

が
堆
肥
と
し
て
使
用
で
き
な

い
の
で
、老
人
ク
ラ
ブ
に
委
託

し
て
、今
秋
も
落
ち
葉
さ
ら

い
を
実
施
し
た
い
。

　

有
機
の
里
づ
く
り
事
業
に

は
落
ち
葉
は
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
副
産
物
で
あ
り
、

震
災
時
の
落
ち
葉
は
焼
却
し

て
い
る
と
思
う
が
、以
後
山

に
は
手
を
つ
け
て
い
る
の
か
。

　

平
成
２６
年
ま
で
の
落
ち
葉

は
秋
ま
で
に
は
全
部
収
集

し
、２７
年
か
ら
利
用
し
た
い
。

　

１５
ケ
所
あ
る
木
の
葉
の
山

は
全
部
で
き
な
く
て
も
、線

量
の
低
い
地
域
を
優
先
し
実

施
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

２４
年
度
分
は
ま
だ
山
に
積

ま
れ
て
あ
り
ま
す
が
、片
付

け
後
に
線
量
の
低
い
地
域
か

ら
始
め
た
い
。

③
広
域
市
町
村
で
の
災
害
事

に
お
け
る
協
定
内
容
は

　
５
月
２
日
の
広
域
市
町
村

会
に
お
い
て
、白
河
青
果(

株)

及
び
丸
水
白
河
魚
市
場(

株)

皆さんの声を大切に農業と村民を守る

震災後の循環型農業と震災時の
協定計画を問う

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

と
災
害
時
に
お
け
る
生
活
物

資
等
の
協
定
を
締
結
し
た
。

　

災
害
時
の
結
果
と
し
て
道

路
通
行
不
能
と
車
の
燃
料
不

足
が
生
じ
た
場
合
に
、物
資

が
確
保
さ
れ
て
も
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

道
路
整
備
は
大
切
で
あ
り

震
災
に
強
い
道
路
整
備
を
考

え
て
い
る
。特
に
重
要
な
国

道
２
８
９
号
線
と
３
４
９
号

線
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

④
福
島
県
広
域
避
難
計
画
に

対
す
る
対
応
と
課
題
は
。

　

新
た
な
原
子
力
災
害
の
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、

県
防
災
計
画
に
基
づ
い
た
市

町
村
及
び
住
民
避
難
等
の
対

応
計
画
で
あ
る
。本
村
は
田

村
市
滝
根
地
区
住
民
を
国
道

２
８
９
号
線
を
使
用
し
、９
０

０
人
を
受
け
入
れ
、人
的
要

因
や
食
事
提
供
の
運
営
に
当

た
る
。

　

広
域
圏
協
定
以
外
の
浅
川

町
、古
殿
町
と
の
隣
接
町
村

と
の
協
定
も
必
要
で
は
な
い

か
。

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

質
問
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村の考えを問う 一 般 質 問

前
田
　
武
久
　
議
員

第４次振興計画を策定する村づくり委員会

質
問

　

第
３
次
振
興
計
画
策
定
事

業
が
ま
も
な
く
終
了
と
な

る
。事
業
の
実
績
、達
成
率
、

成
果
、未
達
成
事
業
が
あ
れ

ば
そ
の
課
題
を
伺
う
。

　
ま
た
第
４
次
振
興
計
画
策

定
に
着
手
さ
れ
た
が
、取
り

組
み
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　

第
３
次
振
興
計
画
の
分
野

別
計
画
に
掲
げ
た
１
７
９
件

の
達
成
度
は
１
０
０
点
満
点

で
６
５
．６
点
で
あ
っ
た
。振

興
計
画
の
う
ち
、「
手・ま
め・

館
の
開
設
」「
ゆ
う
き
の
里
づ

く
り
事
業
」「
館
山
公
園
の
整

備
」「
さ
ぎ
り
荘
の
改
築
」「
携

帯
電
話
の
エ
リ
ア
拡
大
や
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
」等
、

計
画
ど
お
り
達
成
で
き
た
。

ま
た
公
営
住
宅
も
８３
戸
に
な

り
、若
者
の
村
外
流
出
防
止

に
も
成
果
が
あ
っ
た
。反
面
、

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
推
進
や

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
企
画
課
長
）

答
弁（
村
長
）

第４次振興計画の取り組みについて問う

第３次振興計画の成果を踏まえ、地区懇談会の
意見を尊重し各策定委員会で検討する

企
業
や
人
材
の
誘
致
に
は

至
っ
て
い
な
い
が
、「
ま
め
で

達
者
な
村
づ
く
り
事
業
」は

着
実
に
実
績
を
あ
げ
た
と
考

え
る
。

　

第
４
次
振
興
計
画
策
定
に

向
け
て
職
員
１８
名
で
構
成
す

る
計
画
策
定
委
員
会
と
村
民

公
募
に
よ
る
２０
名
の
村
づ
く

り
委
員
会
を
組
織
し
検
討
す

る
。ま
た
７
月
か
ら
行
政
区

ご
と
に
懇
談
会
を
開
催
し
、

広
く
村
民
の
意
見
を
お
聞
き

す
る
予
定
だ
。

　

第
３
次
振
興
計
画
は
基
本

構
想
と
し
て「
ス
ロ
ー
ラ
イ

フ
」を
掲
げ
た
。以
前
は
飽
食

の
時
代
で
そ
れ
を
改
め
て
地

味
な
村
づ
く
り
、住
民
の
意

識
を
か
え
て
い
く
と
い
う
構

想
だ
っ
た
。今
回
は
策
定
委

員
、職
員
が
策
定
に
あ
た
る

が
、基
本
構
想
の
策
定
に
あ

た
り
ど
の
よ
う
な
構
想
を
示

し
た
の
か
。

　

構
想
の
作
成
に
入
っ
た
ば

か
り
で
ま
だ
示
す
段
階
に

入
っ
て
い
な
い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
精
査
し
、

真
っ
向
か
ら
議
題
を
あ
げ
、

執
行
側
で
提
案
し
て
も
、基

本
的
な
構
想
を
示
さ
な
い
ま

ま
で
は
議
論
は
進
ま
な
い
の

で
は
な
い
の
か
。地
区
座
談

会
を
開
催
し
て
村
民
の
手
づ

く
り
の
振
興
計
画
を
さ
れ
る

と
思
う
が
、な
か
な
か
容
易

で
は
な
い
と
感
じ
る
が
。

　

第
３
次
振
興
計
画
の「
鮫

川
流
の
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」、「
ま

め
な
暮
ら
し
、環
境
を
生
か

し
た
暮
ら
し
」は
村
民
の
皆

さ
ん
が
考
え
た
理
念
で
あ

る
。こ
の
理
念
の
よ
う
に
自

然
を
大
事
に
し
、贅
沢
な
暮

ら
し
を
求
め
さ
え
し
な
か
っ

た
ら
原
発
事
故
は
な
か
っ
た
。

１０
年
前
に
振
興
計
画
に
係

わ
っ
た
皆
様
の
知
恵
を
高
く

評
価
を
す
る
。ま
た
基
本
構

想
を
決
め
る
前
に
大
事
な
の

は
、第
３
次
振
興
計
画
の
反

省
と
検
証
で
あ
る
。そ
れ
ら

を
評
価
し
な
が
ら
新
し
い
課

題
を
探
り
当
て
て
協
議
し
策

定
す
る
。

　
７
月
か
ら
の
座
談
会
は
ど

の
よ
う
な
形
で
や
る
の
か
、

ま
た
ど
の
よ
う
な
意
見
を
取

り
入
れ
る
の
か
。

　

第
３
次
振
興
計
画
の
基
本

理
念
は
曲
げ
て
も
ら
い
た
く

な
い
が
、策
定
委
員
会
の
若

い
考
え
や
意
見
を
重
視
し
、

座
談
会
が
終
了
し
た
ら
基
本

理
念
を
策
定
す
る
。

　

基
本
的
に
は
ス
ロ
ー
ラ
イ

フ
と
第
３
次
振
興
計
画
の
よ

い
と
こ
ろ
は
継
承
し
た
い
。そ

の
他
は
住
民
の
皆
様
の
ご
意

見
を
頂
戴
し
な
が
ら
策
定
計

画
を
進
め
る
。

　
大
豆
栽
培
は
連
作
障
害
や

見
合
っ
た
報
酬
が
な
く
、下

火
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
振
興
計
画
に
は

「
手
・
ま
め
・
館
」の
公
社
化
、

企
業
誘
致
も
計
画
さ
れ
て
い

た
が
未
達
成
で
あ
る
。自
立

で
き
る
村
、村
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
村
づ
く

り
に
は
欠
か
せ
な
い
重
要
課

題
と
考
え
る
が
。

　

農
作
業
や
大
豆
産
業
が
疲

弊
し
て
い
る
の
は
国
の
農
業

政
策
に
あ
る
。農
業
政
策
で

足
り
な
い
分
は
、村
の
支
援

策
が
必
要
と
考
え
る
。企
業

誘
致
に
つ
い
て
は
企
業
が
少

な
く
な
る
結
果
と
な
り
、大

変
申
し
訳
な
く
反
省
し
て
い

る
。
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関
根
　
政
雄
　
議
員

村の考えを問う一 般 質 問

○○○○○○○○○○

質
問

質
問

　

本
村
の
障
害
者
の
家
族
も

年
々
高
齢
化
し
つ
つ
あ
り
、

将
来
は
ひ
と
り
暮
ら
し
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
障
害
者
が
多

く
な
る
と
懸
念
さ
れ
る
。グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
施
設
整
備

は
将
来
的
な
福
祉
施
設
の
充

実
に
は
不
可
欠
な
も
の
と
言

え
る
。こ
れ
ら
の
施
設
の
整

備
支
援
を
図
る
時
期
と
考
え

る
が
所
見
を
伺
う
。

　　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
施
設

整
備
は
障
害
者
の
日
常
生
活

や
社
会
生
活
を
支
援
す
る
た

め
に
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。障
害
者
の
親
の
高

齢
化
な
ど
で
、今
後
の
生
活

に
不
安
を
抱
い
て
い
る
な
か

で
、共
同
の
暮
ら
し
の
場
が

あ
る
こ
と
は
、先
行
き
へ
の
不

安
が
払
拭
す
る
も
の
と
考
え

る
。今
後
、具
体
的
な
運
営
方

法
や
財
政
計
画
が
整
い
次

第
、支
援
策
を
講
じ
る
。

　

障
害
を
も
た
れ
て
い
る
方

の
年
齢
の
構
成
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

知
的
障
害
者
に
つ
い
て
は

部
分
的
な
年
齢
構
成
は
把
握

し
て
い
な
い
。身
体
障
害
者

は
１８
歳
未
満
が
１
人
、１８
歳

か
ら
６４
歳
が
５
３
人
、６５
歳

以
上
が
１
５
５
人
と
な
っ
て
い

る
。

　

障
害
者
の
家
族
、福
祉
施

設
、行
政
と
関
係
団
体
と
の

協
議
会
や
話
し
合
い
は
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　

東
白
川
地
域
自
立
支
援
協

議
会
を
４
町
村
で
設
置
し
、

相
談
事
業
や
家
族
の
支
援
を

実
施
し
て
い
る
。

　

雇
用
の
場
の
確
保
は
経
済

の
発
展
や
定
住
人
口
の
確
保

に
も
欠
か
せ
な
い
最
優
先
課

題
で
あ
り
、村
民
の
切
実
な

る
願
い
で
あ
る
。本
村
は
交

通
の
便
や
敷
地
等
の
立
地
条

件
、人
材
の
確
保
に
お
い
て

も
他
町
村
に
も
劣
ら
な
い
。

諦
め
ず
に
企
業
誘
致
の
促
進

を
図
り
、雇
用
の
場
の
確
保

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
「
ま
め
で
達
者
な
村
づ
く

り
」事
業
の
展
開
に
よ
り
、全

国
へ
の
情
報
発
信
は
飛
躍
的

に
高
ま
り
、村
に
進
出
す
る

企
業
や
能
力
あ
る
人
材
の
定

住
が
期
待
さ
れ
た
が
至
ら
な

か
っ
た
。

　

食
と
農
に
よ
る
地
域
経
済

振
興
の
核
と
な
る「
手・ま
め・

館
」や
高
齢
者
の
買
い
物
を

支
援
す
る「
す
ま
い
る
」に
よ

る
新
た
な
雇
用
も
生
ま
れ

た
。ま
た
第
４
次
振
興
計
画

策
定
で「
村
づ
く
り
委
員
会
」

が
生
ま
れ
た
が
、雇
用
や
企

業
誘
致
に
つ
い
て
も
提
言
い

た
だ
き
た
い
。

　

農
業
を
基
盤
と
し
た「
手・

ま
め・館
」と
堆
肥
セ
ン
タ
ー

は
雇
用
の
場
で
あ
る
が
、こ

の
施
設
の
今
後
の
雇
用
計
画

は
。

　

有
機
農
業
で
農
家
を
守
り

支
え
て
、雇
用
の
場
と
農
業

の
展
開
を
見
定
め
て
て
い
き

た
い
。

　

企
業
誘
致
の
課
、担
当
職

員
の
営
業
力
を
高
め
る
べ

き
。振
興
計
画
の
策
定
委
員

の
先
進
地
派
遣
や
危
機
感
の

共
有
も
必
要
と
思
う
が
。

　　

四
国
に
は
鮫
川
村
よ
り
も

厳
し
い
環
境
の
な
か
で
も

し
っ
か
り
と
村
づ
く
り
を
実

践
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
。

先
進
地
の
研
修
も
踏
ま
え
、

計
画
に
携
わ
る
。

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
住
民
福
祉
課
長
）

答
弁（
住
民
福
祉
課
長
）

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

早期に整備が実現化できるよう
支援策を図る

障害者福祉施設の充実、
グループホームの整備促進策を問う

　

村
内
の
公
的
施
設
、個
人

の
空
き
家
を
整
備
し
、運
営

団
体
に
賃
貸
し
て
は
ど
う

か
。ま
た
国
の
支
援
の
不
都

合
の
点
に
つ
い
て
は
村
が
独

自
に
支
援
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

今
、第
４
次
振
興
計
画
の

策
定
時
期
で
あ
り
、村
独
自

の
障
害
者
に
優
し
い
村
づ
く

り
を
掲
げ
、策
定
委
員
会
の

な
か
で
形
づ
け
て
い
き
た
い
。

農
業
の
振
興
で
雇
用
の
場
の
確
保
を
し
、メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
誘
致
も
視
野
に
い
れ
る
。

答 問
雇
用
の
場
の
確
保
と
企
業
誘
致
の
推
進
策

を
伺
う
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【趣　味】
【家　族】

西山落合に生まれる
国民学校入学、12月太平
洋戦争没発
新制中学1年を西山小学
校で、2年から完成した鮫
中校舎で遠藤五郎先生、
山本ヤス先生に学ぶ
棚倉高校を卒業、茨城大
学入学
茨城県高校教員として茨
城郡の上郷高校を振り出
しに、下妻一高、水海道一
高、石下高校、水海道二校
に勤務
退職、現在は町内や市の
仕事のほか、高校の茶道
部の指導を家内の助手と
して楽しんでいる。
作詞、華道、園芸、写真
妻、長男夫婦、3人の孫と
同居

　
い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
の
到
来
で

す
。村
内
の
道
端
に
は
、村
の
花
で
あ

る「
ヤ
マ
ユ
リ
」が
可
憐
な
立
ち
姿

で
、独
特
の
甘
い
香
り
を
、夏
風
に
乗

せ
な
が
ら
、道
行
く
方
々
を
癒
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　
今
期
の
議
会
の
任
期
は
来
年
４
月

ま
で
。議
会
だ
よ
り
の
発
行
も
後
３

回
と
な
り
ま
し
た
。村
民
皆
様
の
笑

顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、更
に「
分

か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
」の
編
集

に
努
め
ま
す
の
で
ご
指
導
を
お
願
い

し
ま
す
。　　
　
　
　
（
編
集
委
員
）  

　〈
緑
は
る
か
に
山
並
み
の
　
起
き
伏

す
と
こ
ろ
水
清
く
　
大
気
は
澄
み
て

空
高
し
　
興
亡
こ
こ
に
八
方
里
　
大

鮫
川
に
生
を
う
く
　
わ
れ
ら
は
若
き
学

徒
な
り
〉

　
鮫
川
の
自
然
と
鮫
中
の
校
歌
に
支

え
ら
れ
て
八
十
年・・・。

　
大
震
災
と
原
子
炉
事
故
か
ら
三
年
、

鮫
川
村
の
皆
様
、い
か
が
お
過
ご
し
で

す
か
。お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昭
和
九
年
、西
山
地
区
落
合
に
生
ま

れ
、高
校
卒
と
同
時
に
茨
城
に
来
て
六

十
二
年
。そ
の
間
心
の
支
え
と
な
っ
た

の
は
故
郷
鮫
川
村
の
自
然
と
人
々
と

鮫
中
の
校
歌
で
し
た
。と
り
わ
け
校
歌

に
あ
る
必
ず
敗
戦
に
よ
る
荒
廃
か
ら
の

復
興
を
目
指
す
学
徒
精
神
は
私
の
人

生
に
大
き
く
影
響
し
て
き
た
よ
う
で

す
。

　
森
本
哲
朗
の
言
葉「
人
間
の
本
質
は

記
憶
で
成
り
立
ち
、人
生
は
記
憶
の
集

積
だ
」と
す
れ
ば
、私
の
土
台
部
分
が

故
郷
の
記
憶
で
、故
郷
は
私
の
人
生
の

土
台
で
も
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。だ

か
ら
帰
省
の
時
は
必
ず「
手
ま
め
館
」を

訪
れ
ま
す
。整
備
さ
れ
た
道
路
や
福
祉

施
設
だ
け
で
な
く「
手
ま
め
館
」で
は
村

の
活
性
化
の
意
気
込
み
と
活
動
が
見

ら
れ
、そ
れ
が
私
の
明
日
へ
の
気
力
を

与
え
て
く
れ
る
の
で
す
。

　
し
か
し
三・一
一
の
大
震
災
事
故
で

は
暗
澹
た
る
思
い
に
襲
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、山
腹
に
亀
裂
が
走
っ
た
り
、山
崩

れ
し
た
湯
本
〜
古
殿
地
区
に
比
べ
た
ら

鮫
川
村
は
深
刻
な
地
震
災
害
も
放
射

性
被
爆
も
な
い
と
の
こ
と
で
少
し
ホ
ッ

と
し
た
も
の
で
し
た
。

　
経
済
不
況
の
時
代
に
生
ま
れ
、小
学

校
時
代
は
戦
時
中
、中
高
時
代
は
戦
後

の
混
乱
と
食
料
難
、大
学
時
代
は
安
保

闘
争
、教
員
に
な
っ
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
景
気
に
景
気
上
昇
と
思
い
き
や
バ

ブ
ル
崩
壊
、い
つ
し
か
後
期
高
齢
者
で

経
済
不
況
と
震
災
と
原
発
事
故
の
ト

リ
プ
ル
パ
ン
チ
で
悩
ん
で
い
ま
す
。

　
小
学
校
の
仲
間
も
大
塩
の
矢
吹
博
、

赤
芝
の
関
根
昭
八
、郡
山
の
鈴
木
俊

嗣
、東
京
の
小
滝
陽
子
の
各
氏
な
ど
数

少
な
い
よ
う
で
す
。

　
毎
月
届
く
広
報
誌「
さ
め
が
わ
」で

は
、村
民
の
活
発
な
活
動
状
況
や
中
学

の
恩
師
山
本
ヤ
ス
先
生
の
俳
句
に
励
ま

さ
れ
て
い
ま
す
。「
議
会
だ
よ
り
」で
は

村
の
抱
え
て
い
る
諸
々
の
問
題
が
鮫
川

の
未
来
像
を
見
据
え
て
真
摯
に
議
論

さ
れ
、議
員
各
位
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
努

力
に
唯
々
感
謝
と
敬
服
を
捧
げ
る
ば

か
り
で
す
。

　
東
京
鮫
川
会
の
行
事
に
参
加
す
る

と
、殆
ど
の
方
が
後
輩
だ
が
、話
し
て

み
る
と
親
戚
の
方
だ
っ
た
り
、同
級
生

の
兄
弟
だ
っ
た
り
、あ
る
い
は
同
じ
地

区
の
出
身
者
だ
っ
た
り
で
、皆「
故
郷
を

思
う
心
」で
繋
が
っ
て
い
て
す
ば
ら
し

い
会
で
す
。

　
東
京
鮫
川
会
総
会
に
は
鮫
川
村
長

は
じ
め
議
会
議
員
の
皆
様
が
遠
路
ご

出
席
さ
れ
、村
の
現
状
、課
題
と
対
応
、

将
来
へ
の
展
望
な
ど
を
お
話
く
だ
さ

り
、感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、故
郷
の
益
々
の
発
展
を
祈
っ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
こ
は
阿
武
隈
の
小
さ
な
命
の
眠
り

の
洞
／
土
の
香
り
の
満
ち
た
小
さ
な

安
ら
ぎ
の
闇
／
こ
の
阿
武
隈
の
胎
内

に
体
を
丸
め
／
眠
り
の
扉
を
あ
け
て
ま

た
夢
を
紡
ぐ
／
だ
か
放
射
能
で
歪
ん

で
し
ま
つ
た
の
か
／
ど
ん
な
に
織
つ
て

も
夢
は
飛
翔
し
な
い

　
こ
れ
は
私
の
詩
の
一
節
で
す
。放
射

能
を
浴
び
た
阿
武
隈
の
自
然
と
人
、つ

ま
り
私
の
人
生
の
土
台
、そ
の
放
射
能

の
克
服
を
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、こ
れ

か
ら
も
皆
様
と
と
も
に
考
え
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

　

村
を
離
れ
ら
れ
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い

る
皆
様
か
ら
の
、故
郷
へ
の
思
い
出
や

ご
提
言
の
ご
寄
稿
を
募
集
し
て
い
ま

す
。お
問
い
合
わ
せ
は
鮫
川
村
議
会
事

務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
原
稿
募
集

電
話 

〇
二
四
七（
四
九
）三
一
九
八
ま
で


